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は
じ
め
に

　

近
年
、ChatGPT

に
代
表
さ
れ
る
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

は
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
そ
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
神
戸
市
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
行
政

事
務
の
効
率
化
を
目
指
す
「
神
戸
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
構

想
の
一
環
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
ま
す
が
、
Ａ
Ｉ
の
活
用
は
業
務
効
率
化
の

「
起
爆
剤
」
と
し
て
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
令
和
５
年
（
２
０
２
３
年
）

５
月
の
庁
内
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
実
施
以
来
、
活
用

の
推
進
と
並
行
し
て
、
全
国
に
先
駆
け
て
包
括
的
な
ル
ー

ル
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
Ａ
Ｉ
の
持
つ
「
光
と
影
」
を
踏
ま
え
、

「
利
活
用
」
と
「
ル
ー
ル
整
備
」
の
両
輪
で
進
め
る
神
戸

市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

業
務
効
率
化
の
「
起
爆
剤
」
と
な
る

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
推
進

　

神
戸
市
で
は
、
令
和
６
年
（
２
０
２
４
年
）
２
月
か
ら

神
戸
市
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
と
適
正
な
ル
ー
ル
整
備

─
業
務
効
率
化
の
推
進
と
市
民
の
権
利
を
守
る
条
例
の
両
立
─

行政

神
戸
市 

企
画
調
整
局
デ
ジ
タ
ル
戦
略
部

全
庁
（
約
１
万
２
０
０
０
人
）
で
生
成
Ａ
Ｉ
の
本
格
利
用

を
開
始
し
ま
し
た
。
職
員
が
日
常
的
に
生
成
Ａ
Ｉ
の
メ

リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
よ
う
、
利
用
環
境
の
整
備
と
具
体

的
な
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
の
開
拓
を
進
め
て
い
ま
す
。

１
．
Ｒ
Ａ
Ｇ
技
術
に
よ
る
庁
内
Ｆ
Ａ
Ｑ
の
革
新

　

全
庁
的
な
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
の
中
で
も
特
に
活
用
さ
れ

て
い
る
の
が
、「
Ｒ
Ａ
Ｇ
（R

etrieval-A
ugm

ented 

G
eneration

：
検
索
拡
張
生
成
）」
と
呼
ば
れ
る
技
術
を

活
用
し
た
庁
内
Ｆ
Ａ
Ｑ
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

こ
れ
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
で

は
な
く
、
神
戸
市
が
独
自
に
持
つ
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
手
引
き

（
休
暇
制
度
、
給
与
、
財
務
会
計
事
務
の
手
引
き
な
ど
）

を
情
報
源
と
し
て
回
答
を
生
成
す
る
仕
組
み
で
す
。
職
員

は
、
分
厚
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
読
み
解
く
代
わ
り
に
、
自
然

な
言
葉
で
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
に
質
問
す
る
だ
け
で
、
出
典

付
き
の
正
確
な
回
答
を
得
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
庁
内
Ｆ
Ａ
Ｑ
は
、
令
和
６
年
（
２
０
２
４
年
）

７
月
の
運
用
開
始
か
ら
、
１
日
あ
た
り
約
１
０
０
０
〜

１
５
０
０
件
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
、
職
員
の
疑
問
解
決
や

業
務
の
効
率
化
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
よ

り
専
門
的
な
収
税
業
務
に
関
す
る
Ｆ
Ａ
Ｑ
な
ど
、
特
定
分

野
で
の
活
用
も
試
行
し
て
い
ま
す
。

２
．「
Ａ
Ｉ
ア
プ
リ
」
に
よ
る
利
用
の
ハ
ー
ド
ル
低
減

　

生
成
Ａ
Ｉ
の

利
用
を
さ
ら
に

促
進
す
る
た
め
、

複
雑
な
指
示

（
プ
ロ
ン
プ
ト
）

な
し
で
特
定
の

作
業
を
行
え
る

「
Ａ
Ｉ
ア
プ
リ
」

の
開
発
も
進
め

て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
記
者
提

供
資
料
の
タ
イ

ト
ル
と
本
文
を

貼
り
付
け
る
だ

け
で
「
想
定
問
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行政

情
報
を
取
り
扱
う
中
、
Ａ
Ｉ
の
リ
ス
ク
か
ら
市
民
の
権
利

を
い
か
に
守
る
か
が
最
大
の
課
題
で
す
。

　

神
戸
市
で
は
、
Ａ
Ｉ
の
利
用
ル
ー
ル
を
策
定
す
る
に
あ

た
り
、「
市
民
の
権
利
を
守
る
と
い
う
姿
勢
を
し
っ
か
り

と
は
っ
き
り
と
示
す
」
た
め
に
も
、
議
会
の
議
決
と
い
う

民
主
的
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
た
「
条
例
」
に
よ
っ
て
き
ち
ん

と
規
定
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。 

１
．
ル
ー
ル
整
備
の
必
要
性

　

行
政
機
関
に
よ
る
Ａ
Ｉ
の
活
用
は
、
意
図
せ
ず
市
民
の

権
利
利
益
を
侵
害
す
る
リ
ス
ク
も
は
ら
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
限
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
Ａ
Ｉ
技
術
が
、
保

育
所
の
入
所
選
考
や
路
面
の
劣
化
診
断
な
ど
の
幅
広
い
分

野
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
Ｅ
Ｕ
の
「
Ａ
Ｉ
規
則
」
や
国
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
動
向
も
踏
ま
え
、
生
成
Ａ
Ｉ
だ
け
に
と

ど
ま
ら
な
い
、
市
が
活
用
す
る
Ａ
Ｉ
全
般
を
対
象
と
し
た

包
括
的
な
ル
ー
ル
整
備
（
条
例
）
を
検
討
し
ま
し
た
。

２
．
Ａ
Ｉ
条
例
の
概
要
（
ポ
イ
ン
ト
）

　

神
戸
市
で
は
、
令
和
６
年
（
２
０
２
４
年
）
３
月
に

「
神
戸
市
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
の
活
用
等
に
関
す
る
条
例
」
を

公
布
、
同
年
９
月
27
日
に
完
全
施
行
し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
Ａ
Ｉ
の
「
積
極
的
な
活
用
」
を
う
た
う

と
同
時
に
、
適
正
な
利
用
を
確
保
す
る
た
め
の
枠
組
み
を

定
め
て
い
ま
す
。
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通
り
で
す
。

▪
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施
（
第
６
条
）
… 
行
政

処
分
な
ど
、
市
民
の
権
利
利
益
に
大
き
な
影
響
を
与
え

う
る
事
務
に
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
場
合
、
事
前
に
リ
ス
ク

評
価
を
行
う
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

▪
生
成
Ａ
Ｉ
等
活
用
の
責
務
（
第
７
条
）
… 

市
は
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
不
適
切
な
安
全
性
が
確
認
さ
れ

た
も
の
と
し
て
別
に
定
め
る
場
合
を
除
き
、
個
人
情
報

の
入
力
を
行
わ
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

▪
受
託
事
業
者
の
責
務
（
第
９
条
）
… 

市
の
業
務
を
受

託
し
た
事
業
者
が
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
際
は
、
市
へ
の
事

前
協
議
な
ど
を
求
め
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

神
戸
市
は
、
Ａ
Ｉ
を
行
政
の
強
力
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
位

置
づ
け
、
そ
の
導
入
を
加
速
さ
せ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

技
術
は
あ
く
ま
で
「
手
段
」
で
す
。

　

Ａ
Ｉ
に
は
確
か
に
「
活
用
の
余
地
が
あ
る
」
一
方
で
、

有
識
者
の
方
々
か
ら
「
Ａ
Ｉ
が
出
し
た
答
え
を
鵜
呑
み
に

せ
ず
、
人
間
が
最
終
的
な
判
断
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
」
と
い
っ
た
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
市
と
し

て
、
Ａ
Ｉ
の
回
答
を
そ
の
ま
ま
使
う
こ
と
は
せ
ず
、
あ
く

ま
で
最
終
的
な
判
断
は
職
員
が
行
う
と
い
う
認
識
を
徹
底

し
て
い
ま
す
。

　

全
国
に
先
駆
け
て
施
行
し
た
Ａ
Ｉ
条
例
は
、
ま
さ
に
市

民
の
権
利
利
益
を
守
る
た
め
の
「
安
全
装
置
」
と
し
て
機

能
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
ル
ー
ル
に
基
づ
き
、
Ａ
Ｉ
が
も

た
ら
す
リ
ス
ク
を
適
切
に
管
理
し
、
市
民
の
皆
様
が
安
心

し
て
そ
の
恩
恵
を
享
受
で
き
る
ス
マ
ー
ト
な
行
政
運
営
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

答
」
を
自
動
生
成
す
る
ア
プ
リ
な
ど
、
職
員
が
Ａ
Ｉ
に
慣

れ
親
し
む
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

３
．
将
来
の
高
度
な
活
用

　

神
戸
市
で
は
、
契
約
事
務
の
支
援
な
ど
に
加
え
、
さ
ら

に
高
度
な
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
検
証
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
自
律
的
に
政
策
調
査
と
レ
ポ
ー

ト
作
成
を
行
う
「
指
定
都
市
調
査
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」
で
す
。

例
え
ば
、「
各
都
市
の
Ｄ
Ｘ
推
進
の
取
り
組
み
」
や
「
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
に
よ
る
業
務
効
率
化
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ

で
調
査
を
指
示
す
る
だ
け
で
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
情
報
収
集
、

デ
ー
タ
抽
出
、
他
都
市
比
較
、
さ
ら
に
は
実
行
プ
ラ
ン
の

提
示
ま
で
を
自
動
で
行
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
職
員
研
修
の
た
め
の
「
窓
口
対
応
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
」
で
す
。
生
成
Ａ
Ｉ
が
「
妻
の
里
帰
り
出
産
に

備
え
る
市
民
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
ペ
ル
ソ
ナ
を
想
定
し
、

市
民
の
立
場
で
窓
口
で
の
質
問
を
作
成
し
ま
す
。
職
員
が

質
問
へ
の
回
答
を
入
力
す
る
と
、
今
度
は
生
成
Ａ
Ｉ
が
職

員
の
回
答
を
評
価
し
ま
す
。
単
な
る
正
誤
判
定
に
留
ま
ら

ず
、「
戸
籍
謄
本
や
広
域
交
付
に
つ
い
て
も
説
明
す
べ
き
」

と
い
っ
た
、
質
問
の
背
景
を
汲
ん
だ
具
体
的
な
改
善
策
ま

で
提
示
す
る
の
が
特
徴
で
す
。

全
国
初
の
「
Ａ
Ｉ
条
例
」
に
よ
る

適
正
利
用
の
担
保

　

神
戸
市
は
、
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
を
強
力
に
推
進
す
る
一
方

で
、
Ａ
Ｉ
活
用
に
お
け
る
透
明
性
の
確
保
を
何
よ
り
も
重

要
視
し
て
い
ま
す
。
大
都
市
自
治
体
と
し
て
膨
大
な
個
人


